
排煙が時間や賑わいによってファサードを変化させ、様々な表情をつくり、通りを行き交う人たちを楽しませる。そ

して、ファサード内部の付着した汚れは雨によって洗い流す。
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排煙浄化

各店舗から出た排煙を「壁」内部に取り

入れ、煙やニオイ、塵等の汚れをニード

ル放電方式により浄化し、清浄な空気と

してハニカム上部から大気中へと戻す。

ニードル放電方式はイオンの働きにより

煙等の浮遊粒子を大気中から分離させる

事が可能である。この浄化システムでは、

ハニカムを形成するリブガラスに特殊加

工を施し、プラス極（ニードル放電部：

鋼線（ステンレス）入りガラス）とマイ

ナス極（集塵極板：亜鉛線入りガラス）

を交互に連続させることでマイナス極側

へと浮遊粒子を吸着させ、清浄な空気と

汚れとを分離させている。

インフラ配管
ニードル放電線：ステンレス

強化板ガラス

集塵極板

煙の流れ

計画地：思い出横丁
至新宿

至新大久保

再開発が繰り返され、都市の高層化が進められる新宿において、まるで地面にこびり付いたシミのように取り残された一画がある。

それが計画地である新宿区西新宿一丁目の「思い出横丁」である。この横丁は戦後のヤミ市をルーツとする飲食街であり、幅

2500mm程度という極狭の動線と共に構築された商業空間には当時の気配が今尚漂っている。

昔ながらの料理や狭い空間での親密な関係を求める人々によって、「思い出横丁」は 60 年を経た現在においても賑わいに包まれ

ている。それは一見この横丁が甦りなどとは無縁の地であるかのような印象を覚えさせる程である。しかし横丁人気の一端を担

うノスタルジーとは、モノ自体の古さがもたらす副産物であるとも捉えることが出来る。そこには避けようのない現実としての

老朽化があり、それは建物とインフラに容赦なく襲いかかっているのである。

横丁の空間性や記憶を継承しながら如何にして継続可能な環境へと甦らせるのか？―そこには従来の開発的思考とは異なる手法

が必要となる。この計画は、動線と建物との境界面に「ファニチャー」、「インフラ」そして「煙やニオイの浄化システム」の機

能を持つ二枚のガラスハニカムによる「壁」を挿入することを提案する。「壁」はガラス面とそれが刳り抜かれた穴とによって構

成される。ガラス面は横丁の既存立面を煙越しに表出させ、壁に付着した汚れや傷といった60年間の記憶と現在とを接続するフィ

ルターとして働き、矩形の穴はちょうちんや看板などのサイン的要素をその中に収納する額縁として作用する。つまり、この「壁」

は横丁が持つ雑多な空間の質、つまりどうしようもない「汚さ」のような部分でさえ許容する装置だといえる。

現在では店を畳んで出て行く人もいる。空家のままのものもあれば、チェーン店が新たに進出したものもある。今後再開発や再

び火災が起こる可能性も十分に考えられる。横丁空間はその質から根本的に変えられる危機に常にさらされているのである。そ

の様な場合においても、この「壁」にあけられた小さな穴は横丁のネガとして、そしてその痕跡として横丁の記憶を留めるだろう。

これは記憶が象嵌され得る壁なのである。

インフラ

横丁において最大の問題は戦後 60 年を経

過したガス・電気・水道・下水等インフ

ラの老朽化である。この計画は、「壁」の

内部へとインフラを集約して引き込み、

各建物がこの「壁」と接続することで各

機能を享受する仕組みをとっている。こ

れにより、横丁の建物の雰囲気を維持し

たままで飲食店としての設備機能の向上

を図ることが可能になる。

排水浄化

各店舗から出た排水を地中の「壁」内部

へと流し、三段階 ( アンスラサイト、砂層、

砂利層 ) の濾過過程によって不純物等を

取り除いた後、安全で良質な水として下

水管へと送り出す。

ダイアグラム


